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市
で
は
、
本
市
の
目
指
す
べ
き
方
向
や
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
の
指
針
と
な

る
「
新
た
な
舞
鶴
市
総
合
計
画
」（
基
本
構
想

（
平
成
23
～
30
年
度
）・
前
期
実
行
計
画
）
に

基
づ
き
、
平
成
23
年
度
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
前
期
実
行
計

画
が
本
年
度
末
で
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
実
績
を
踏
ま
え
て
後

期
実
行
計
画
（
平
成
27
～
30
年
）
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
市
民
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
「
市
民
に
よ
る
政
策
評
価
会
」

で
受
け
た
進
捗
状
況
の
評
価
な
ど
を
踏
ま
え

て
後
期
実
行
計
画
（
素
案
）
を
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

制
度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）
に
基
づ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▪
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
　
次
頁
の
と
お
り
。

▪
募
集
期
間
　
12
月
25
日
㈭
ま
で

▪
素
案
の
公
表
　
企
画
政
策
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、西
支
所
、加
佐
分
室
、中
央
・
南
・

東
・
西
公
民
館
、
大
浦
・
城
南
会
館
で
閲
覧

可
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▪
提
出
方
法
　
様
式
は
自
由
。
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、「
新
た
な
舞
鶴
市
総

合
計
画
・
後
期
実
行
計
画
（
素
案
）
に
対
す

る
意
見
」
と
明
記
し
て
、
郵
送
か
持
参
、
フ

ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
企
画
政
策
課
へ
。

匿
名
、
電
話
、
口
頭
で
の
意
見
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

新たな総合計画
後期実行計画（素案）にご意見を

ブリック・コメント手続制度パ

▪
提
出
意
見
の
取
り
扱
い
　
提
出
さ
れ
た

意
見
を
考
慮
し
、最
終
案
を
作
成
。
ま
た
、

意
見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え

方
を
整
理
し
、
公
表
し
ま
す
（
氏
名
な
ど

は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
（
☎
66
・
１

０
４
２
、
ＦＡＸ
62
・
５
０
９
９
）
へ
。

　新たな舞鶴市総合計画は、目指すべき「都
市像」や「まちづくりの基本目標」、「目標を達
成するための戦略」などを示すもので、計画
期間は８年（平成 23 ～ 30 年度）です。
　実行計画は、基本構想に定めた戦略を実
現するための各種施策や達成度を測るため
の指標等を定めるもので、計画期間は、前期・
後期各４年（前期：平成 23 ～ 26 年度、後期：
平成 27 ～ 30 年度）です。

新たな総合計画
構成と計画期間

年度 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

基本
構想

平成 23 年８月～ 31 年３月 31 日

実行
計画

【前期】
平成 23 年８月～
　　27 年３月 31 日

【後期】
平成 27 年４月～
　　31 年３月 31 日

後期実行計画（素案）
にご意見を

　新たな舞鶴市総合計画の基本構想

 都市像  東アジアに躍動する国際港湾・交流都市　舞鶴
 まちづくりの基本目標  子どもからお年寄りまで安心して暮らせるまち・舞鶴の実現

 まちづくり戦略

 【⑴まちの安定的成長戦略】
　❖働く場の創出と地域経済の安定的成長　❖魅力あるまちへのイノベーション
 【⑵みんなで支え合う地域づくり戦略】
　❖支え合いの基礎となる家庭の構築と生活の支援　❖地域のつながりと地域力の向上
　❖安心・安全な地域社会の構築
 【⑶次代を担う人材の育成戦略】
　❖次代を担う人材を育成する環境づくり　❖生涯にわたる学びの環境づくり

 まちづくり戦略を推進
 するための共通方策

 ⑴行政の基本指針　　　　　　　　　⑷組織改革と職員の能力向上 
 ⑵持続可能な財政運営の推進　　　　⑸計画の進行管理
 ⑶都市と生活を支える基盤設備の整備、維持管理の推進

　新たな舞鶴市総合計画の基本構想は平成 23 年度から平成 30 年度の８年間。
　舞鶴市が目指す都市像やまちづくりの基本目標、まちづくり戦略などは次のとおり。
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　新たな舞鶴市総合計画・後期実行計画（素案）の策定のポイント

後期実行計画で定める新たな数値目標

「交流人口 300 万人・経済人口 10 万人」都市・舞鶴

　高速道路網の完成、京都舞鶴港の機能強化などによ
り、「人」「モノ」の流れが飛躍的に増加し、かつてな
い好機が到来することが予測される平成 27 年度。この
好機を活かし、本市が大きく飛躍するため、未来に対
して大きな希望の持てる「まちづくりの将来像」を地
域全体で共有し、市民と地域が一体となって目指す目

　「経済人口 10 万人」という目標は、全国的に人口
減少が大きな課題となっている中、現在の定住人口
約 86,000 人の減少を抑制・維持し、その上で、交

▪定住人口
90,000 人

85,000 人

80,000 人

86,011 人
84,000 人

Ｈ 25 年 Ｈ 30 年

維持・促進

標『「交流人口 300 万人・経済人口 10 万人」都市・舞鶴』
を掲げます。また、目標を達成するために、前期実行
計画から取り組んできた重点事項「安心のまちづくり」

「活力あるまちづくり」に、新たに「心豊かに暮らせる
まちづくり」を加え、地域の特性を最大限に生かし、
定住と交流の促進につながる施策に取り組みます。

流人口 300 万人の増加によって生み出される経済効
果を加え、まちの活力を維持・向上させようとする
ためのものです。

▪平成 25 年の実績
 定住人口  約 86,000 人
 交流人口  約 200 万人
 地域消費額  約 80 億円
 １人当たり消費額  約 4,000 円
 交流人口（定住人口換算） 約 9,300 人
 経済人口  約 95,300 人

▪平成 30 年の目標値
 定住人口  約 84,000 人
 交流人口  約 300 万人
 地域消費額  約 150 億円
 １人当たり消費額  約 5,000 円
 交流人口（定住人口換算） 約 17,400 人
 経済人口  約 101,400 人

▪交流人口（定住人口換算）

Ｈ 25 年 Ｈ 30 年

9,300 人
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《経済人口の考え方》経済人口は、交流人口が地域で消費する額を、定住人口１人当たりの地域消費相当
額 86 万円（※）で割った値を、定住人口に加えたものです。

（※）定住人口１人当たりの地域消費相当額（86 万円）とは、定住人口１人当たりの消費額 124 万円を地域消費率約 70％から算出したもの。

経済人口
約 95,300 人

（平成25年実績ベース）
＝ ＝

交流人口
約9,300人

（定住人口換算）

定住人口
約 86,000 人＋ 定住人口１人当たりの地域消費相当額 86 万円（※）

１人当たり消費額
約 4,000 円 

地域消費額
約 80 億円

交流人口
約 200 万人× ＝


